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琉球列島島嶼沿岸の生態系は，元来高い生物
多様性を有する貴重な系であるが，近年は流域・
沿岸域での人為的環境撹乱や気候変動とも関
わると考えられる沿岸生態系の劣化が数多く顕
在化している．生態系の動態に関わる多因子の
相対的な重要性を見極めてその劣化リスクを評
価し，合理的な保全再生戦略を構築する必要が
ある．

生物と環境の大規模調査データ取得
南西諸島11島沿岸のサンゴ礁域計87地点
にて，2011・2012年夏季に調査を実施し
全調査地点で各種物理・化学的環境項目

（地形，流れ，水質等）と各種生物分類群（魚
類，イシサンゴ類，棘皮動物，貝類，動物プ
ランクトン等）の群集構造が対応する大規模
なデータセットが取得された．本調査データは
多点多項目が体系的に取得され，世界的にも
これまでのデータセットと比較し量・質的にはる
かに充実したものとなった．

生物群集の環境応答モデル
魚類や貝類といった各種生物分類群に対す
る各種環境因子の影響および空間プロセス

（生物の分散や加入の過程）の影響を予測・
評価する統計モデルを構築した．これらのモデ
ルは，今後の生態影響予測やリスク評価にお
いて活用できる実用的なものである．また，機
能分類群（摂餌形態や出現の頻度等）ごと
に異なる生物の環境への応答についても生
態学的知見も集積されている．

琉球島嶼のサンゴ礁および浅海域砂泥底質場
における生物群集と複数因子の関係について
空間的な統計解析を行い，生物群集にとってよ
り重要な因子の見極めを行うとともに，環境変動
への生物群集の応答予測モデルを構築する．そ
して，琉球島嶼沿岸の生態系劣化リスクを評価
し，それに基づく実践的な保全再生戦略を提示す
る．

代表論文：Journal of Applied Ecology, 50,1019-1027, 
(2013)

琉球沿岸生態系の保全再生計画立案や環
境影響評価等において，自然科学的根拠に
基づいて現状よりも高い説得力と信頼性を
持った政策的判断を可能とする評価モデル

の利用が可能となる．また各地の沿岸生態系
管理も，本研究の成果をもとにモニタリングや
環境目標・基準値の設定等が合理化され，高
度化されることが期待される．

良好に保たれているサンゴ礁生態系（西表島） 統計モデルで示された魚類出現種数と各種環境因子の関係の概略


